
議 事 録

会 議 名 令和５年第４回豊田警察署協議会（定例会）

日 時 ・ 場 所 令和５年11月20日（月）
午後２時45分から午後４時30分までの間

豊田警察署６階講堂

出 席 者 １ 委員
後藤 哲也 会長 小玉 寿仁 副会長
伊藤 欽治 委員 吉村 達也 委員
奈良橋晴美 委員 石川 浩紀 委員
河隅 貴子 委員 杉浦 真由美委員
早川 信 委員 西田 保 委員
杉浦 直人 委員 藤井 福男 委員
福島 茂 委員 田中 マリア委員

以上14名（定数15名）

２ 警察署員
野村 署長 林 副署長
石田 警務課長 志水 会計課長
関 生活安全課長 墨 地域課長
作田 刑事課長 村松 交通課長
中薮 警備課長代理 以上９名

３ 有識者等
なし

諮 問 事 項 等 増加、多発する犯罪への対応について望むこと

答申等の概要 １ パトロールの強化
２ 防犯カメラの設置促進
３ 防犯意識向上のための情報発信活動の推進

そ の 他 ・ 次回開催予定日 令和６年２月下旬
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

１ 開会

２ 署長挨拶

３ 前回の答申に対する当署の取組状況報告(警務課長説明)

(1) 諮問事項

ア 警察活動(主に被害受理、相談受理等)時の被害者対策

イ 被害者支援活動の普及・拡大

(2) 答申事項

ア 被害者の心情に寄り添った声のあげやすい環境づくり

イ 被害者支援施策の自治体への働きかけ

ウ 被害者支援団体と連携した活動の推進

(3) 推進施策

ア 答申事項アについて

(ｱ) 署員教養の実施（被害者の心情に寄り添った対応要領の教養）

ａ 講師教養の実施

犯罪被害当事者ネットワーク団体の代表による「被害者支援を考

える」をテーマにした講演の実施

ｂ 署内報の発出、招集・朝礼時教養を実施

(ｲ) 気軽に相談していただくための広報を実施

ａ ラジオ広報

エフエムとよたにおける広報

ｂ 街頭広報

豊田市駅の歩行者専用通路で広報
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

ｃ 地域イベントでの広報

小原文化まつり、明知区民文化祭にて広報

ｄ その他広報

交番・駐在所だより、署設置のモニター広報

イ 答申事項イについて

(ｱ) 被害者支援に特化した条例制定の働き掛けを実施

(ｲ) 豊田、みよし市役所等への広報チラシの設置

ウ 答申事項ウについて

(ｱ) ホンデリング活動の実施

関係事業所等に被害支援の重要性を説明し、「被害者サポートセン

ターあいち」の被害者支援活動を支援するためにホンデリングの活動

への協力依頼（書籍等13,340点を寄贈）

(ｲ) 被害者支援パネル展の開催

当署１階ロビーにて被害者支援パネル展を開催

(ｳ) 寄附型自動販売機の設置促進活動の実施

「被害者サポートセンターあいち」を支援するため寄附型自動販売

機の設置の働き掛けを実施

(ｴ) 命の大切さを学ぶ教室

「被害者サポートセンターあいち」と連携し、管内県立高校で生徒

を対象に、少年犯罪遺族を招いて被害者支援をテーマに講演を実施予

定

４ 管内情勢報告(署長説明)
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

(1) 犯罪発生状況（令和５年10月末）

(2) 交通事故発生状況（令和５年10月末）

５ 今回の諮問事項に係る説明(署長説明)

(1) 諮問事項

増加、多発する犯罪への対応について望むこと

(2) 諮問事項の設定理由

豊田警察署管内において、犯罪が増加、多発している現状を踏まえ、

「増加、多発する犯罪への対応について望むこと」を諮問することとした。

豊田警察署としては、限られた人員、限られた時間の中で最大限の効果

をあげられるように取り組んでいるところではあるが、どのような点に注

意して活動すべきかなど御意見を願いたい。

６ 協議

委員 ・ 赤色灯車両によるパトロールをしてもらえると良い。

・ インターネットを使った被害は、高齢者が被害に遭うことが多い

と思うのでしっかりと広報してもらいたい。

委員 ・ 早期発見、早期対応のため、相談しやすい窓口を設置してもらい

たい。

委員 ・ 外国人には言葉の問題があり、被害の相談をあきらめてしまいが

ちである。

委員 ・ パトロール活動を見ると安心感を得ることができる。

・ 豊田市には、もっと防犯パトロールの車両があっても良いと思う。

委員 ・ 警察から青色防犯パトロールや自主防犯団体の方にパトロールの
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

ポイント等を指導していただけると良いと思う。

・ 薬物乱用などの話を聞く機会が増えたので、薬物は絶対にいけな

いことだということを幼少期から教育し、保護者に知ってもらう必

要があると思う。

委員 ・ 防犯カメラが高価だったため、代わりに「防犯カメラ作動中」の

ステッカーを防犯のため貼ったことがあり、一定の効果があったと

思う。

防犯のためのステッカーを作成して、配布してはどうか。

委員 ・ 金融機関に対し手口に関する広報をしてもらえると、金融機関の

職員も利用者の預金を守る立場から被害防止に協力できる。

委員 ・ 高齢者には、身近に感じられる広報が必要だと思う。

・ 防犯カメラは、コンビニエンスストアや公共機関にはよく設置さ

れていると思うが、道路には設置が少ないと思うので一定間隔ごと

設置できないか。

委員 ・ 地域のつながりが希薄になっているため、地域の防犯が非常に難

しい。

・ 若い次世代のボランティアを育成することが大切だと思う。

・ 特殊詐欺については、市の対策電話を活用すると良いと思う。

委員 ・ 地域住民が、声を掛け合うなど、地域力を上げることが大切だと

思う。

委員 ・ 過去に黄色の帽子をもらって防犯活動をしたことがあった。

・ ウォーキングをする人に帽子等を配って、防犯活動に寄与しても
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

らってはどうか。

・ 金融機関は、被害者の説得に苦労するので警察官に来てもらうこ

とはできないか。

・ 特殊詐欺に関して留守番電話を活用してはどうか。

委員 ・ 防犯カメラを取り締まりにも生かしてもらいたい。

・ 小さい店舗にも防犯カメラを設置できないか。

委員 ・ 自治体の防犯活動は実施されているが、広く伝わっていないので

はないかと感じた。

・ 豊田市の支所では、地域課題解決事業を実施しており、防犯活動

をやっているところもあるので、連携できる形をとってもらえると

良いと思う。

・ 防犯カメラは、主要幹線道路への設置も必要だと思う。

委員 ・ 治安は、経済活動においても重要で、社会全体の防犯の機運を高

めていく必要がある。

・ 治安の維持に防犯カメラの設置は強く必要だと考えており、自治

体の補助等も推進する必要がある。

・ 住民や行政と連携した警戒活動が必要であり、住民が気軽に防犯

に関わる仕掛けが必要だと思う。

７ 答申

(1) パトロールの強化

(2) 防犯カメラの設置促進

(3) 防犯意識向上のための情報発信活動の推進
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

８ 退任の挨拶

９ 閉会

10 その他

次回開催予定日 令和６年２月下旬


